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は じ め に
　2009年 8 月30日に投開票が行われた第45回総選挙で，民主党は480議席
のうち小選挙区と比例代表を合わせて，単独過半数（241議席）を大幅に上回





獲得議席は民主党の 3分の 1で，選挙前の 「自民・民主」 がちょうど逆転



























































民 主 自 民 公明 共産 社民 みんな 国民新党
新党
日本 改革 諸派 無所属
公示前議席 115 300 31 9 7 4 4 0 1 1 6






















毎　日 318～330 68～108 24～27 9 ～10 5 ～ 7 3 ～ 4 3 ～ 4 0 ～ 1 0 1 6 ～ 7
中央値⇒ （324） （88） （25.5）（9.5） （6） （3.5）（3.5）（0.5） （6.5）
読　売
「300超す勢い」（民主） ― ― ― ― ― ― ― ― ―
「最大で140前後」（自民） ― ― ― ― ― ― ― ― ―
産　経
「300確保」（民主） ― ― ― ― ― ― ― ― ―
「130程度」（自民） ― ― ― ― ― ― ― ― ―










それぞれ 「最大で140前後」 「130程度」 という予測で，朝日，毎日とは逆に，
確定議席よりそれぞれ21議席前後，11議席前後も過大に見積もっていた。
　朝日，毎日両紙の“誤差”を含めた獲得議席レンジは，最大議席につい









自　民 民　主 公 明 共 産 社 民 国民新党
新党
日本 諸 派 無所属
（うち自民
反対派）
公示前議席 212 177 34 9 5 4 3 1 32 （30）
確定議席 296 113 31 9 7 4 1 1 18 （13）
《新聞各紙の議席予測》
朝日 255 163 28 8 8 1 1 1 15 （―）
毎日 248～294 124～165 27～33 9 ～11 5 ～ 9 1 ～ 2 0 1 14～16 （11～12）
中央値⇒ （271） （144.5） （30） （10） （7） （1.5） 0 1 （15） （11.5）
読売 （241前後）（90前後） ― ― ― ― ― ― ― ―
産経 （269前後）（112前後） ― ― ― ― ― ― ― ―






























































○ 2009年衆院選 「特番」 におけるテレビ各局の政党別獲得議席予測（投票
終了直後）
　各局の 「民主党」 議席予測はいずれも300議席台（NHKは中央値）で，平均
















民主 自民 公明 共産 社民 みんな 国民 日本 改革 諸派 無所属
公示前議席 115 300 31 9 7 4 4 0 1 1 6
確定議席 308 119 21 9 7 5 3 1 0 6
《テレビ各局の出口調査による議席予測》
TBS 321 97 20 12 11 7 3 2 （その他⇒ 7）
テレビ朝日 315 106 23 12 7 3 （その他⇒14）
フジテレビ 321 97 22 12 10 4 （その他⇒14）
日本テレビ 324 96 23 10 8 4 （その他⇒15）
テレビ東京 326 98 18 10 9 3 （その他⇒16）
NHK 298～329 84～131 12～36 7 ～18 4 ～15 3 ～10 3 ～ 6 1 ～ 2 ― ― ―















































































席」 だった。これは，実際の 「296議席」 より10議席多かった。一方，民主
2005年衆院選におけるテレビ各局の政党別獲得議席予測
自民 民主 公明 共産 社民 国民新党 新党日本 郵政反対無所属 その他
公示前議席 212 177 34 9 5 4 3 30
確定議席 296 113 31 9 7 4 1 13
《テレビ各局の出口調査による議席予測》
TBS 307 105 34 8 6 3 ― 13 4
テレビ朝日 304 104 33 10 8 3 1 12 ―
フジテレビ 306 101 36 8 9 3 1 ― 16
日本テレビ 309 104 33 9 7 3 1 ― 14
テレビ東京 307 106 32 8 6 〈郵政反対派計16〉 5
NHK 285～325 84～127 28～36 6 ～10 3 ～12 0 ～ 5 0 ～ 4 6 ～18 1 ～ 6


























同局は 「特番」 スタート直後の午後 8 時段階で90議席，その 1 分後には




















TBS は特番 『乱！総選挙2009』 において午後 8 時31分，群馬 4 区で当選
した福田康夫前首相（自民）を字幕テロップで 「選挙区で敗北」 と報じ，そ
の10分後に 「間違いでした」 と訂正。また，午後 8時57分には愛媛 2区の
岡平知子候補（社民）について 「当確」 を打ったが，これもまた 3時間後に
取り消し，「関係者にご迷惑をかけました」 と訂正・謝罪するという醜態
を演じた。日本テレビは午後 9時30分，青森 3区で落選した田名部候補（民



















　この 「特番」 で最高視聴率をとったのは，日本テレビの 『NNN総選挙
特番 ZERO×選挙2009』 第 1 部（午後 9時～同10時30分）で，26.4％を記録し
た（関東地区，ビデオリサーチ調べ）。同局は午後 8 時へのカウントダウン前
後に約 6分間 「選挙特番」 を流したが，その前後に 『24時間テレビ32愛は
地球を救う』 を放映していた。「選挙特番」 の後，再び 『24時間テレビ』
に戻し，マラソン画面の左上に当確者名を表示する措置を執ったが，けっ
して他局を凌駕するような報道態勢ではなかった。そして，『24時間テレビ』





　 2位はNHKの 『衆院選2009開票速報』 で，放送開始直後の時間帯（午後
7時55分～同 9 時）で24.7％を記録。速報報道で終始リードしたテレビ朝日
『選挙ステーション2009』 の最高視聴率は，第 2部（午後10時～同11時30分）






レビ系 「読売テレビ」 第 1 部が最高の28.5％を記録， 2位はNHKの 『開
票速報』（午後10時～10時50分）の19.0％（関東地区では21.9％），以下，テレビ
朝日系 「朝日放送」 第 2 部の13.5％，TBS 系 「毎日放送」 第 2 部の8.5％，













平均視聴率20.3％を記録した。民放では 『NEWS23』 の筑紫哲也と 『ニュー
スステーション』 のキャスターだった久米宏の“ 2 枚看板”で臨んだ




ビ朝日系 「朝日放送」 10.0％（同9.4％），日本テレビ系 「読売テレビ」 8.4
％（同12.1％），フジテレビ系 「関西テレビ」 7.5％（同10.5％）の順。特筆す
べきは，関東地区でNHKが TBS に約 5 ポイントの差をつけてトップに






































道の自由」 によって実現される 「国民の知る権利」 が優先されて然るべき
であることは論を俟たない。2009年選挙において，一部候補者が地元メデ
ィアだけに取材を許可し，全国紙やキー局を除外するという一幕もあった
が，これは選挙報道に神経質になっているというより，そもそも民主主義
における 「国民の知る権利」 の重要性を理解していないことの証左でもあ
る。当然，そのことも全国に報道されたが，有権者たちが候補者によるこ
のような行為を一体，どのように判断するかが今後，問われることになる
だろう。
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